


＜新年に思う＞   韋駄天に学ぶ   
               

 私たちが食べた後に口にする「ごちそうさま」には、韋駄天（いだてん）が関わっていた…と
ＮＨＫの人気番組「チコちゃんに叱られる」で取り上げられていました。 

 なんでも古代インドの神だった韋駄天は足の速さを生かし、人びとのために走り回って食べ物
を集めていたとか。ごちそうさまは漢字で御馳走様と書きます。馳走は走り回る意味で、その韋
駄天の姿から食べ物を工面してもてなすことを「馳走」というようになったと諸説あるようです
が、江戸時代には食への感謝を込めて「ごちそうさま」とあいさつするようになり、定着してい
きました。 

 韋駄天ほどではありませんが、今の世もおいしい食べ物を求めて全国を探し回る人があふれて
います。テレビではグルメ番組が盛んに流され、ネットでも食の情報があふれています。おいし
い物を食べたいという人間の欲求は食文化を発展させてきました。しかし、快楽をむさぼるため
の美食や飽食は、消費社会と相まって過剰な欲望の世界をつくっています。マグロ一匹が３億円
以上で競り落とされ、一度の食事に大枚をはたく。また、食べ放題や飲み放題も巷にあふれてい
ます。 

 一方でＴＰＰの発行で、農畜産に携わる人たちの仕事や生活が立ち行かなくなる不安も増大し
ています。また日々の食事さえままならない貧困層が広がっています。 

 世界では食料格差や食品ロスが大きな問題になっています。人間にとって欠かせない食。それ
を単なる消費財、モノ扱いする社会を変えようとする動きも各地で起きています。七草がゆ（実
際は五草しか入ってない）を食べながら、食のありように思いをめぐらせていました。 
 

               平成31年 1月7日     《 相談役・顧問 ： 古澤 巌 》 

              昨年末遂に当院も“ドローン”を入手致しました。長年、８年程    

             前に撮った航空写真（当時はセスナ機）を広報誌等へ掲載しており      

             ますが、当然の事ながら変わり映えせず･･･と言うか変更出来ず･･･ 

             且つ、当時の撮影日は天候にも恵まれず、かすんだ航空写真を止む 

             を得ず長年使用していた次第でした。 

  

 そこに現れたのが近年注目されているドローンです！！これを入手すれば！と稟議書に夢を乗
せ上申、何と即日決済。とんとん拍子に入手へ至った次第です。 

 しかし、中年の私には簡単？な組み立て＆設定がこれまた大変！何せ説明書が判りずらい。
Made In Japan にしとけば良かった・・・ 

 但し、いざ飛行してみると性能にビックリ！勝手に離着陸は勿論の事、いざと言う時はボタン
一つで元の場所に帰って来たり、電池が切れそうになると自動で着陸する等！他にも初心者には
有り難い機能が満載です。しかし一番は、何と言っても飛行中の安定感です。姿勢を制御するジ
ャイロセンサーと言うのが働いて、送信機のスティックを離せば、機体は空中でピタリと止まっ
てくれます。 

 今回、練習を兼ねて敷地内から、当院の空撮を行いました。思いの外、うまく撮影出来たので
、早速表紙に使って見ました。今後も更に練習を積み重ね、空撮は勿論の事、院内の撮影等、当
院の広報用に幅広く活用して行きたいと考えております。 

 皆さんも購入したらいかがですか？ 童心にかえったみたいで、おもしろいですよ～ 
 
 

                                 《 総務課 ： 河野 》 



 あおば祭は平成17年に開院後毎年行っております。回を増す毎にスケールが大きくなっている
ように感じます。平成28年熊本地震により当院も甚大な被害を受け、全病棟の患者さんが県内、
外に避難をしなければならなくなりました。その時、むたゆうじさんが「みんなを元気にしたい
」と修復工事さなか病棟でコンサートを行ってくださいました。さらに「みんなが病院に戻って
きたらもう一回やりましょう」と言ってくださいました。 
それからあおば祭にはむたゆうじさんが、皆様に元気を届けに来ていただくようになりました。
今年も前年度より多くの家族、地域の方々が来場しあおば祭を盛り上げていただきました。 
「みなさまのおかげ、感謝して」のテーマ通りに全ての方々に感謝です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
 
                       《あおば祭実行委員会 事務局：桐原 聡》 
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 「ひと」  その人らしさを大切に 

「こころ」 こころのリハビリを通して 

  「和」   地域に和をひろげます 

こころを病む方々の「ひと」としての尊厳を何よりも尊重し、患者さんやご家族
に、やさしさと思いやりの心で接します  
 

医療にかかわるプロとしての自覚と誇りを忘れず人間的成熟を目指し、たゆまぬ
努力を続けます  
 

全ての職種の職員は、それぞれの専門性と役割を果たすと共に互いに連携し合い、
より質の高い医療サービスを提供します  
 

地域との情報交換を密にし、予防と安らぎの場を提供しながら、社会復帰を通し
た生活活動支援に積極的に取り組みます  

一、人権の尊厳 

一、人間的成熟 

一、チーム医療 

一、地域社会との連携 

病院の理念 

病院の基本方針 


